
当社について

現状のSDGsに対するマテリアリティ（重要課題）
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企業概要

(所在地：岩手県久慈市)

コンプライアンス・ガバナンス

マテリアリティ（重要課題）

エネルギー使用量の削減、再生可能エネルギーの活用、廃棄物の3Rの推進

従業員の体の健康保持、従業員の心の健康保持、ハラスメントや差別防止

まちや河・海の自然の保護活動、地域金融機関との連携

BCPの策定、消費者・顧客課題解決、業務効率化や生産性の向上

大項目

環境の保全

従業員の働きがい

地域社会への貢献

室電子工業 株式会社

代表取締役社長　久慈 正樹

当社は、岩手県久慈市に本社を置く、1986年に創業したハーネス関連部品製造をメイン事業

とする企業です。産業機械分野におけるハーネスとは、各種電線の末端を他の機器にワンタッ

チ接続できるように半田処理やコネクタ処理といった加工を施した電線のことを言います。

当社で製造されたハーネスはFA工作機器や医療用測定機器に用いられ、安全制御や情報処理

スピードが求められる装置に必要不可欠な部品と言えます。このような先端設備は社会をより

良くするために活用され、持続可能な社会の構築に大きく貢献しております。

当社の持つFA工作機器向けハーネスのノウハウは高性能・高信頼性を第一として、大幅なコ

スト低減を実現しており、設計の段階から様々なご提案が可能です。

当社では、2009年よりエコアクション21を取り入れ工場周辺の環境保護活動や工場内の資源

の分別、省エネルギー活動の取り組みを継続しております。今後も安心・安全な製品を製造し、

地域の雇用創出や環境保全に寄与できるよう、企業活動を行って参ります。



マテリアリティ（重要課題）

室電子工業 株式会社　SDGs宣言書

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、

以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。

2024年3月1日
室電子工業 株式会社

代表取締役社長　久慈 正樹

【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

再生可能エネルギーの活用や廃棄物削減により、環境保護に配慮した事業活動を実施します。

 環境の保全

・電気使用量を2022年度比3％削減

・自家消費太陽光パネルにより再生可能エネルギーを利用

・コピー用紙使用量を2022年度比3％削減

 ▼ 目標・取り組み内容

 従業員の働きがい

ワークライフバランスを意識した経営を行い、安心して働ける環境を作ります。

 ▼ 目標・取り組み内容

・定期検診の有所見者に再検査を奨励

・メンタルヘルス不調による休職の発生数ゼロ

・ハラスメントや差別について相談できる環境を整備

 地域社会への貢献

地域活動への参加と持続的な事業活動によって、地域と共に発展する未来を目指します。

 ▼ 目標・取り組み内容

・地域の清掃活動を実施

・金融機関と連携し、持続可能な事業活動を継続

・緊急事態訓練の実施

・不良品発生率の改善

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

法令遵守により公正公平・効率的な組織運営を実施し、商品品質の向上を目指します。

・定期的な作業内容見直し


